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春
よ
来
い
、
早
く
来
い
…
が
目

下
の
私
の
念
願
で
す
。
今
年
の
冬

は
身
体
が
ち
ょ
っ
と
慣
れ
た
か
と

思
う
と
比
較
的
暖
か
い
日
が
一
両

日
、
そ
し
て
ま
た
寒
い
日
へ
、
と

本
当
に
寒
暖
の
差
の
大
き
い
日
の

続
き
、
一
方
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
も
大
で
（
わ
が
家
も
全
員
）

高
齢
者
に
は
適
応
困
難
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
問
題
、
時
に
返
事
を

頂
け
な
い
場
合
が
あ
る
。
結
論
か

ら
言
え
ば
着
信
紙
を
最
初
に
見
た

人
の
問
題
と
思
わ
れ
る
。
特
に
自

分
に
不
具
合
が
あ
る
場
合
、
ボ
ツ

に
す
る
。
書
簡
に
は
親
展
が
あ
る

が
葉
書
に
は
な
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
も

現
在
で
は
親
展
は
な
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
賀
状
も
な
い
で
す
ね
。

　

い
よ
い
よ
神
戸
は
春
節
祭
、
淡

路
は
医
療
安
全
・
麻
薬
向
精
神
薬

取
り
扱
い
懇
談
会
。
今
年
は
本
当

に
天
候
晴
雨
不
順
！
健
康
第
一
！

（
18
日　

松
本
記
）

兵
庫
県
保
険
医
協
会
淡
路
支
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Let's…

１

　

最
近
続
け
ざ
ま
に

妙
？
な
Ｔ
Ｖ
を
見
た
。

　

無
期
終
身
刑
の
刑
務

所
の
中
の
状
況
、
日
常
生

活
。
第
二
は
無
縁
仏
の
墓

石
の
処
理
。
一
か
所
へ
集

め
、
破
砕
、
船
に
乗
せ
て
海
中
へ

撒
骨
、
水
面
に
は
共
に
撒
か
れ
た

花
が
一
杯
浮
か
ん
で
い
た
（
場
所

不
明
）。
第
三
は
日
本
中
に
あ
る

８
万
余
の
中
、
２
万
の
寺
は
無
住

職
、
そ
こ
で
そ
の
住
職
の
募
集
に

応
じ
た
人
達
、
第
二
の
人
生
を
と

念
じ
て
集
ま
っ
た
人
々
の
修
行
状

況
。
そ
の
中
に
元
某
医
大
の
教
授

が
１
人
お
ら
れ
た
。
第
四
は
老
人

ホ
ー
ム
の
中
、
大
半
が
か
な
り
拘

束
さ
れ
て
い
る
と
…
顔
だ
け
ボ
カ

し
て
ベ
ッ
ド
が
映
し
出
さ
れ
て
い

た
。
あ
る
面
か
ら
言
え
ば
放
映
が

タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も

の
？
で
し
た
（
ご
覧
に
な
ら
れ
た

方
の
ご
意
見
拝
聴
で
き
れ
ば
…
）。

ストップ患者負担増署名
５万筆達成にさらなるご協力を！

　

保
団
連
・
協
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ト
ッ
プ

患
者
負
担
増
署
名
は
、
2
月
13
日
現
在
、
県
下
で

２
万
６
３
７
６
筆
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
淡
路
支
部
で

は
１
５
９
７
筆
寄
せ
ら
れ
、
目
標
に
対
し
て
90
％
の
達

成
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

協
会
で
は
、
す
で
に
返
送
い
た
だ
い
た
医
療
機
関
を

の
ぞ
き
、
第
２
次
送
付
を
行
っ
た
。
院
長
先
生
は
じ
め
、

ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ
ん
か
ら
も
広
く
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
。
署
名
・
チ
ラ
シ
等
の
追
加
送
付
は
協
会
事
務
局

☎
０
７
８
―
３
９
３
―
１
８
０
７
ま
で
。
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２

兵庫県保険医協会淡路支部

医科向け
「往診と訪問診療の違いは？」「強化型在宅療養支援診療所の届出は？」

「請求漏れを防ぐには？」など、

在宅医療に関する保険請求の基本や具体的な事例を解説

日　時　３月 14日（土）15：30～17：30
会　場　 洲本市健康福祉館３階会議室（応急診療所の建物）
　　　　　　　　 　　　  　  　（洲本市港 2-26　☎ 0799-22-3321）

講　師　高田 裕 先生（洲本市・たかたクリニック）、協会事務局

　2014 年度診療報酬改定で政府は、「入院から在宅」の政策を推し進める一方、患者紹介ビジネ
スなど一部の「不適切事例」是正を理由に同一建物居住者への訪問診療料や在宅時医学総合管理
料の大幅な引き下げを行い、さらにレセプトに訪問患者数や訪問診療した理由等の記載を義務付
けるなど、在宅医療点数の算定について多くの制限を設けてきました。
　また、強化型在宅療養支援診療所・支援病院についても、すべての連携医療機関に緊急往診・
看取りの実績を求めるなど、「結果」を算定要件に取り入れる内容となっています。
　改定後にも多数の疑義解釈や訂正通知が通達され、医療や介護の現場では混乱が生じています。
　研究会では、在宅医療の実践を踏まえた保険請求の解説や、参加者同士による意見交換などを
予定しております。在宅医療の保険請求に関する日頃の疑問などもぜひお寄せください。在宅を
されている先生はもちろん、医療事務などメディカルスタッフの皆様も奮ってご参加ください。

お問い合わせは、協会事務局 TEL 078-393-1817 ( 山下 ) まで

在宅医療点数研究会（３/14） 参加申込書 FAX 078-393-1802

地区（　　　　　　市）　医療機関名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

担当者名（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　　　　）ＦＡＸ（　　　　　　　　　　　　　　）

参加者氏名 職種

在宅医療における
保険請求懇談会

協会淡路支部
（そのまま切り取らずお送りください）


